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fi時

叢
第
三
十
三
容

第

五

競

(
通
告
第
百
九
十
七
輔
)

昭
和
六
年
十
一
月
後
行

論

叢

景

気

徴

候

論

-"") 

L 、

高

I五

保

，113 

日
攻

一
、
景
気
徴
候
論
白
意
義

l
1二
、
狭
義
の
景
集
徴
候
論
|
|
コ
二
平
行
運
動

l
l四
、
醐
梱
起
運
動
H
返
れ
|
|

五
、
銭
形
運
動
|
|
六
、

一
般
指
数
の
可
能
性

-
、
景
気
徴
候
論
の
意
義

景
気
徴
候
論
(
切
可
一
回
勺
5
5弘
己
c
m古
【
一
巾
『
円
。
ロ
}
z
z
r
z♂問。ロ」戸
E
Z
Z「
q
E℃
円
。
ョ
弘
子
-
円
可

n
z
g
-
u可
日
目

ν
Z
E同
門
司

]
D
m
O
Y、、-"

は
こ
れ
を
最
も
庚
義
に
解
す
る
な
ら
ば
、
景
気
麗
動
の
経
過
そ
の
も
の
う
一

般
的
知
識
即
ち
そ
の
定
型
皐
(
関
c
z

」ロロ}内門戸】【門可℃
C
}
。
内
庁
)
に
外
な
ら
ぬ
。

景
気
の
理
論
的
考
察
の
中
心
は
、

そ
の
原
因
を
明
に
し
法
則
的
説
明
を
奥
J、

景
気
徴
候
論
に
ワ
い
で

第
三
十
=
一
血
管

ムノ、

第
五
時
制



景
気
徴
候
論
に
つ
い
て

-

第
三
+
三
巻

六
三
二

第
五
號

二

る

に
あ

る
。

け

れ

ど

も

此

因
果

的

考

察

は

必
然

に
、
景

気

憂

動

そ

の

も

の

に
關

す

る
知

識

を
豫

恕

す

る

こ
と

は
言

ふ

ま

で
も

な

い
。

而

も

此

必

要

と

せ
ら

る

ト
知
識

は
、
自

明

の

こ
と

で

あ

る
が

、

一
々

の
景

気

憂

動

の
経

過

の
具

艦

的

個

別

的

な

る
知
識

で
は
な

い
・
云

響

車
賃

の
平
面
を
離

れ
ざ

る
と

こ
ろ

の
豊

遍
化
的
考
察

で
あ
り
、
景
気

の
定
型
學

で
あ

る
。

経
濟

そ

の

も

の
を

以

て
、

一
の
有

機

的

な

る
も

の
と

し

て

、
比

喩

的

に
見

る
場

合

に
、
此

景

気

定

型
學

が

最

簸

候
論
と
見
ら
れ
る
。
蓋
し
、
景
無
憂
動
の
轟

過
を
形
づ
息

す
べ
て
の
欝

が
経
済
有
講

の
状
態

(私

は
此
表
現
を
た
昆

喩
的
に
の
み
.
即
ち
各
募

の
相
互
作
用
を
高
調
す
る
意
味
に
於
て
の
み
用
参
る
)
の
外
的

表

現

、
即
ち
景
気

の
徴
候

(し∩
}唐
箕
o
ヨ
)
と

し
て
認
め

る
が
故

で
あ

る
。

此
意
味

に
於

け
る
景
気

徴
候

論
は
勿

論
、

二
の
部
分
を
含
む
。

一
は
景
気
鍵

動
過
程

そ

の
も

の
を

一
括

し
て
み

た

る
と
き

の
概

括
的
考
察

に
し
て
、
大
膿

そ
れ
は
景
気

の
各
段
階

の
繊
起

の
智
識

で
あ

る
。
景
気

の
波
長
及
び
段

階

の
知
識
は
當
然

、
そ
れ

に
前
提

と

せ
ら

れ
又

は
包
括

せ
ら
れ
る
。

二
は
景
気

憂
動

の
過

程

に
含
ま

れ
た

る
各
部

分
的
憂
動
聞

の
相
互
關
係

を
明

に
す

る
こ
と

で
あ

る
、
而

も
此
關
係

を
因
果
的

に
究

明
す

る
こ
と

で
は
な

い
。
あ

く
ま

で
之

を
事
實

の
需

の
上

に
於

て
明

に
す

る
こ
と

で
あ

る
。
換

言

す
れ
ば

、
そ

の

石

動
要
素

の
推
量
的
叉

は

蓋

然

的

結

合

μ

(巻

。
冨

蚕

。・
。
一δ

〈
①
「
σ
四二
三
。
三
重

一撃

。
墜

〉
げ
一一μ
轟

碍
ぎ

還

一一
匹
。
「
ピ
①
'<
。
げq
=
冨
・障①
】。
ヨ
①
=
8
)
を

明

に

す

る

こ

と

で

あ

る

。

此

推

量

的

依

存

の

知

識

は

そ

れ

自

禮

と

し

て

猫

立

の

償

値

を

有

す

る

こ

と

勿

論

で

あ

る

が

、
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景
気

理
論

は
亦
之

を
景
気

徴
候
論

よ
り
受

け
入

れ
、

そ
れ
に
因
果
的
説
明
を
加

ふ
る
こ
と

に
よ
り

て
法
則
的
知
識

に
ま
で
高

め
上
げ

る
。
從

び
て
、
そ
れ
は
景
気

理
論

の
中

に
説

明
を
加

へ
ら

る

べ
き
部
分
と

し
て
入
b
込
む
。

廣
義

に
於
け

る
景
気

徴
候
論

を
構
成

す

る
二
の
部
分

の
う
ち

、
前
者

に

つ
い
て
は
、
大
禮

の
知

識
が
久

し
く
常

識
的

に
、
從

ひ
て
精

確
な

る
統
計

的
研
究

を
ま

た
す

し
て
既

に
得

ら
れ
て
み
た

。
而

し
て
そ
れ

に
基

い
て
、
景
気

理
論
が
構

成

せ
ら

れ

て
来

た
。
勿

論
そ

の
嚴
密

な

る
認
識
は

、
最
近
景
気
憂
動

に
關
す

る
統
計

的
研
究

の
結

果

に

よ
り

て
漸

次

に
完
成

の
域

に
進

み

つ
～
あ

る
。
然

る
に
後
者
即

ち
、
景
気
循
環

に
於

け

る
部

分
的
憂
動

の
相

互
關

係

の
認
識

に
至
b

て
は
、
事
態

の
極

め

て
複
雑

な

る
が
駕

に
、
精

密
な

る
統
計
的
操
作

を
ま
た

す
し

て
得
ら

る
べ

く
も
陰よ
、̀
。
郵
ち

い

～
る
睡
量
約

階
互
次

序

D
認
識

ぱ
読
計
均
資
料

を
甲
～跳
流
計
堅
約

　衆
院

を
加

ふ
る
に
非
一ざ

匹

ば
之

を
明

に
し
得

な

い
も
の
で
あ

る
。
大

膿

、
景
気

徴
候
論
が
完
成

の
道
を
辿

る
に
は

、
必
然

に
統
計
學
的

組
織

的
研
究

た
ら
ざ

る
を
得

ぬ
。
而

も
此
特

色

の
最

も
登
挿

せ
ら

る

～
も
の
、
詳
言

す
れ
ば

、
か

～
る
方
法

に
よ
ら
ざ

れ
ば
全
く
構
成

ぜ
ら
れ
得

ざ

る
知
識
は

、
此
相
互
關
係

の
そ
れ

で
あ

る
。
か
く

て
、
景
気

徴
候
論

は
、
狭
義

に
於

て
は
か

》
る
相
互

關
係

の
知
識

を
意
味
す

る

こ
と
と
な

る
。
か

～
ろ
事
情

か
ら
私
は
弦

に
、
暑

気

徴
候
論

の
名
禧

の
下

に
、
景
気
受

動

の
部

分
的
事
象

間

の
相
互
依
存

を
明

に
心
よ
う
と
す

る
。
勿

論

こ
れ
は
事

實

の
李
面
を

去

っ

て
因
果

の
範
園

に
入

る
の
で
は

な

い
。

景
気
徴
候
論
に
つ
い
て

第

一二
十
=
一巻

山八
一「=
二

第

五
號

三



景
気
徴
候
論
に
つ
い
て

第
三
+
三
巻

六
三
四

第
五
號

四

二
、
狭
義
の
景
氣
徴
候
論

景

気

受

動

の
経

過

の

各
部

分

間

の

相
互

關

係

は

、
次

の

二
匙

か

ら

考
察

せ
ら

る

、
こ
と

が

出

來

る
。

一
は

か

、

る
關

係

の
形

式

的

方

面

の
考

察

で
あ

る
。

こ
れ

は
景

気

憂

動

を
構

成

す

る
各

部

分

的
事

象

の
攣

動

相

互

間

の
關

係

の
形

態

又

は
定

型

、
及

び

、
景

気

礎

動

の
各

段

階

の
間

の

相

互

關
係

の
形

態

の

二
方

面

の
考

察

に
分

た

れ

る
。

而

,・ご

毛
豊
謝
り
皆

隔讐
よ

艶

然

こ
価
よ
ゑ
威
伏

巌

こ
劇
・ケ

5

浦
曲風
尚
蹄

帖駈
り
町

麗

、
肌
晒
戦

線

湖
…乃
可
帖
鵬
刀
　問
題

に
萌導
く

。

ー

サ
」
ム
一「
`

「一イ
莞
4
々
堵
【
李

を

」
1'∠」ノL7
」～
一
FF

曽

,
「
ヂ

」【卜
ーヨ
モhコ
(
一

■1

一'
盗
.'一「」
》-
〔

・I
1
1
1
.一

.二
は

か

の
相

互

關

係

の
内

容

的

方
面

の
考

察

で
あ

る
。

重

要

な

る
部

分

的
事

象

の
縫

動

そ

の

も

の
を

と

ら

へ
、、

こ

れ

を
中

心

と

し

て
部

分

的

鍵

動

の

相
互

關
係

を

實

質

の
上

か
ら

考

察

す

る
。
弦

に
は
ま

つ

前

者

に

つ

い

て
。

此

問
題

の
取

扱

に
入

る

ま

へ
に
、
.徴

候

的

系

列

(昌

ヨ
艮
。
日
卯
蔚
6
冒

用
虫
6冨

)
の
意

義

を

明

に
す

る

。

こ
れ

は

も

も

も

セ

一
定

の
事
象

の
攣
動

の
徴
候

、
即
ち
外

的
表

現
と
し

て
見

る

べ
き

め
じ
る
し
の
時
系
列

で
あ

る
。
此
場

合

に

つ
い

で

云

へ
ば
景
気

の
憂

動
の
外

的
表

現

の
時
系

列

で
あ

る
。
其
外
的
表

現
は
種

々
な

る
方
面

に
わ
た
り
得

る
、
從

ひ

て
そ
れ
は
極

め
て
多
種
類

の
も
の
で
あ

る
。
景
気

の
攣
動

を
特

に
強

く
反
映
す

る
と

こ
ろ

の
も
の
が
あ
り
、
僅

に

の
み
之
を
示

す
と

こ
ろ

の
も
の
が
あ

る
。
又
他

の
種
類

の
受

動

(
た
と

へ
ば
生

長
的
憂

動
)
を
示
す
と
と
も

に
景

.氣

受
動
を
も
併

せ
て
示
す
も

の
が
あ
り
、
景
気

受
動

の
み
を
示
す
為

の
が
あ

る
。

.
景
気

の
憂
動
を
特

に
強

く
表

示
す

る
も

の
は

、
徴
候
的
性
質

の
明

な

る
も

の
で
あ
b
、
之

を
弱

く
表
示
す

る
も



の
は
、
そ
の
明
な
ら
ざ

る
も

の
で
あ

る
。
弱

く
表
示

す

る
も

の
～
極
端

に
あ
り
て
は
、
農

作
物

の
収
穫

の
如

く
今

日
に
於

て
は
殆

ど
景
気

の
動
き
を
示

さ
す
と
見
ら

る
べ
き
も

の
が
あ

る
。
生
産

財

の
生
産
量

の
如
き
は
前
者

に
属

し

、

消
費

財

、

.」
と

に
そ

の
中

の
潰

滅

財

(
い
は

ゆ

る

…
ぎ

…

曹

・
・∫

<
　

】・嘆

・
・)

の
如

き

は
後

者

に

属

す

る

。
景

気

の
…受
動

の

み
を
表

示

す

る

も

の
を

純
粋

な

る
徴

候

的
系

列

と

云

ひ

、
然

ら

ざ

る
を

複

合

的

な

る
そ

れ
と

言

ふ
。

た

と

へ
ば

(季

節

的

愛

化

を
外

に
し

て
考

ふ

る
と

き
)
就

業

傘

の
如

き

は
比

較

的

に
純

粋

な

る
も

の

で
あ

る
、
濁

占

組

織

の
顯

著

で
な

い
時

期

、
例

へ
ば

大

戦
前

の
欧

洲
資

本

主
義

経

済

に
あ

り

て
は

、

慣

格

も

亦

さ

う

で
あ

っ
た

。

こ

れ

に
反

し

て
生

産

物

数

量

隔
取

引

総

隈

額

、
銀

パ言-
頃

金

徳

頭

と

云

ふ
ゲ

和

さ

も

D

よ
野

ノ
く
昆

.

一
,
1,、

!、
,!
一、F
「
,
「■ノ
,弓

圏o

響
噂〆
7〆

(
壱
↓
一一」「一

1
、Z

台

郎

な

る
も

の

で
あ

る
,

そ

の
中

に
生

長

的

登

達

的

受

動

と
共

に
景

気

墜

動
が

織

り
込

ま

阯

τ

る

る

。

昆
}

吻

よ

　ヌ
コ　

ココ
ニノ

ヘコロ

な
の

じ

ヤゼ

イ
ピ

ア

る
徴

候

的

系

列

は
別

に
述

べ
た

る
が

如

く

、

そ

の
中

か
ら

、
長
期

傾

向

的

、
季

節

的
獲

動

の
要

素

を

、
と

り

去

る

こ
と

に
よ

り

、

相
當

に
純

粋

な

る
と

こ
ろ

の

徴
候

的
系

列

に
ま

で
作

り

か

へ
ら

れ

麹
。
景

気

攣

動

の
考

察

に
於

て

は
常

に
、
代

表

的

な

る
徴
候

的
系

列

を

選

撰

す

る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

け

れ
ど

も
此

選

繹

に
あ

り

て

は

必

ず

や

、

一
定

の
選
揮

原

理

を

必
要

と

す

る
、

而

も
此

選

揮

原

理

は
系

列

の
知

識
自

膿

か

ら

は
出

て
來

な

い
。

結

局

に
於

て

景

気

憂

動

自

燈

に
關

す

る
理

論

的

知

識

が
前

提

せ
ら

れ

、

そ

れ

に
よ

り

て

は

じ

め

て
選

鐸

が
可
能

と

な

る
。

さ

う

で
な

い
以̀

上

、
前

述

の
如

く

℃
。
巨匠
。

℃
言

色
冨

か
ら

免

れ

る

こ
と

は
出

来

ぬ
は

す

で
あ

る
酬

徴
蓄

秀

は
他
の
見
地
か
ら
、
轟

の
も
の
と
馨

的
の
も
の
と
に
募

著

れ
る
・

一
膿
・
欝

的
登

景
氣
徴
候
論
に
つ
い
て

第
三
+
三
巻

六
=
一
五

第
五
號

五

2)
3)塁難拶濡

,蔓紫 勝 論 毛藩1:潔:}盃罫野 魯勢 罪・
P・249etsey・
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景
気
徴
候
論
に
つ
い
て

従
ひ
て
そ
れ
の
盛
動
を
一
不
す
と
こ
ろ
の
時
系
列
は
三
種
の
も
の
に
別
た
れ
得
る
こ
と
、
別
に
通
ペ
た
る
が
加
く
で

第
三
十
三
容

六一一一六

第
五
務

~ 
p、

あ
る
。
そ
の
一
は
債
格
、
又
は
債
佐
系
列
、
二
は
物
量
系
列
、
三
は
償
額
又
は
取
引
高
の
系
列
こ
れ
で
め
る
。

こ
れ
ら
の
時
系
列
は
そ
の
ま
〉
徴
候
的
系
列
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
輩
純
な
る
、
又
は
根
本
的
な
る
系
列
左
云

ふ
。
こ
の
系
列
を
原
数
の
ま
〉
、
又
は
指
数
に
引
き
庇
す
と
共
に
、
ぞ
の
幾
っ
か
を
種
々
な
る
算
法
に
よ
り
て
組

合
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
複
合
的
な
る
徴
候
的
系
列
を
得
る
。
田
口
川
気
状
強
の
種
々
な
る
指
数
.
こ
と
仁
最
気
状
態

の
一
般
指
数
(
問
巾
5
3ご
Z
3
0『
ヶ

=
E
=
2泊
円

GEE-03ω)
は
そ
の
最
も
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

複
合
的
な
る
徴
候
的
系
列
は
同
質
的
の
も
の
〉
複
合
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
、
異
質
的
の
も
の
〉
複
合
せ
ら
れ
た

も
の
と
に
匝
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
と
へ
ば
物
慣
指
数
の
時
系
列
の
如
き
は
同
質
的
な
る
も
の
〉
稜
合
に
よ

り
て
構
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
例
へ
ば
金
利
、
貸
出
金
額
、
預
金
金
額
、
手
形
交
換
高
等

を
組
合
せ
て
金
融
の
指
数
を
作
り
、
そ
の
時
系
列
が
求
め
ら
れ
に
と
す
れ
ば
、
此
の
如
き
は
異
質
的
な
る
徴
候
的

系
列
で
あ
る
。
所
謂
一
般
的
景
気
指
数
は
常
に
極
め
て
複
合
的
な
る
、
而
も
異
質
的
な
る
主
の
を
合
む
と
こ
ろ
の

系
列
に
ら
ぎ
る
を
得
ぬ
。

さ
て
、
景
気
躍
動
の
経
過
を
示
す
と
こ
ろ
の
種
々
な
る
徴
候
的
系
列
相
瓦
間
(
こ
と
に
軍
純
な
る
系
列
相
互
間

ひ
い
て
は
複
合
的
系
列
相
互
間
)
に
は
種
々
雑
多
な
る
相

E
開
係
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
ら
は
形
態
の
上
か
ら

見
る
左
、
大
瞳
衣
の
却
三
一
一
の
定
型
に
要
約
せ
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
理
想
型
的
の
も
の
に
し
て
、
現
賓
の



'

相
互

關
係
ば
此

三

の
定
型

、
叉

は
基
礎
的
形
態

の
何
れ

に
も
分
解

せ
ら
れ
得
ざ

る
こ
と
が
多

い
の
は
云

ふ
ま

で
も

な

い
。
而
し

て
此
憂
動

の
相
互
關
係

の
定
型

は
他
面
か
ら

は
、

一
定

の
關
係
を
も

つ
運
動

の
定
型
と
し
て
考

へ
ら

れ
得

る
。

三
、
準

行

運

動

第

剛
定

型

。

尋

行

運

動

(曵

鉱
O
審

葺
く
oσq
門一義

、
膨

邑

一巳

訟
【§
二
ρ
二
〇
コ
)
徴

候

的

系

列

が
相

準

行

し

て
愛

動

ず

る

と

き

に
、

即

ち
時

期

方
向

を

同

…
に
し

て
数

多

の
系

凋

が
攣

動

す

ウ9
乏

き

に
、
準

行

運

動

が

あ

る
と

伝

ふ
。
又

は

浬

動

の

間

に
孝

行

的

關
係

が

あ

る
と

云

ふ
。

振

幅

が

同

一
で

あ

る

こ
と

も

あ

b

、
叉

は

振
幅

が
同

一
な

ら

ざ

る

こ

と

も
あ

る
け

れ

ど

も

こ

の
振

幅

が
同

一
で
あ

る
か

否

か

は
統

計

學

的

操

作

の
如

何

に
よ

b

て
如

何
と

も
定

ま

り
得

る

も

の

で
あ

る
と

云

は

れ

ぬ

こ
と

も
な

い
ゴ

尤

も

、
此

振
幅

を

例

へ
ば

偏
差

の
百

分
率

(
ト

レ

ン
ド

に
封

ず

る
)

に

よ

り

て
示

す

と

云

ふ
や

う

な

方
法

に
よ

る
と

き

に
は

、

振

幅

の
大

小

と

云

ふ

こ
と

が
十

分

に
意

味

を

も
ち

、
從

ひ

て
振

幅

の
同

一
と

否

と

が

明

確

に
あ

ら

は

れ

て
來

る
。

振

幅

が

同

じ

い
場

合

に
は
準

行
運

動

が

完
全

で
あ

る
と

云

ひ
得

べ
く

、

そ

れ
が

著

し

く
異

な

る
場

合

に
は

放

射

運

動

(uっ
け「p
三
Ω
ま
雪

号

r
「9
駐
p
8
崎

山
琴
三
豊

9
')
が

あ

る
と

チ
ヤ
ア
ト

云

ふ
。
の

若
し

、
景
気
憂
動

の
圖
表

を
作

る
場
合

、
標
準
偏
差

を
求
め
、
之

を
軍
位
と

し

て
憂

動

の
程
度

を
示
す

と
す

る
な
ら
ば

、
放
射
運
動

と
云

ふ
も
の
は
全

く
認

め
ら

れ
な
く
な

る
、
そ

こ
に
振
幅

の
ほ
9
同

一
な

る
運

動

の

景
気
徴
候
論
に
つ
い
て

第
三
十
三
巻

六
三
七

第
五
號

七



景
気
徴
候
論
に
つ
い
て

第
三
十
三
巻

六
三
八

第
五
號

八

み
が
認

め
ら
れ

る
は
す
で
あ

る
。
②
百
分
率

に
よ
り

て
憂

動

の
圖
表

を
作

る
な
ら
ば

、
事
象

の
如
何

に
よ
り

て
明

確
な

る
放
射
運

動
が
認

め
ら

れ
得

る
。
而

し
て
そ
れ
が
十
分

に
理
論
的
意

義
を
有

し
得

る
。
此

放
射
運
動

は
か
く

て
孝
行
運

動
の
特
殊

な

る

一
場
合
と
見

る

べ
き

で
は
な
か
ら
う
か
。
尚
統
計

資
料

に
於

て
與

へ
ら

れ
た
る
原
敷

の

ま

～
で
国

表
を
作

る
と
き
に
は
、
準
行

運
動
を
な
す

と

こ
ろ
の
如

何
な

る
事
象

も
放

射
運
動

の
形

に
於

て
示

さ
る

～
こ
と

と
な

る
で
あ
ら
う

、
け
れ
ど
も
、

こ
の
こ
と

は
何
等
深

い
理
論
的
意
味
を
も

つ
の
で
は

な

い
。

姦

に
述

ぶ
る
と

こ
ろ
の
運
動

の
定
型

は
す

べ
て
景
氣
圖
表

を
前
提

と
し

て
み
る
。
景
気
暴

動
を
示

す
諸
系
列
叉

は
其
組

合

せ
を
示
し

て
み
る
圖

表

、
即
ち

徴
候

的
系

列

の

圖

表

的

表

現

を
潤

し
て
、
景
気
圖
表
と

云

ふ
。

そ
れ
が
景
気

の
豫
測

に
役
立

つ
と
云

ふ
目
的
を
持

っ
て
る

る
場
合

に
之

を
名
づ
け

て
景
気

バ

ロ
メ

ェ
タ
ァ

(げ
⊆
も。
7

コ
8
・・噂
o
no
コ
o
巳
6
ぴ
母
o
ヨ
①
[①
二

≦
、三
・。}
p
穿
σ
母
o
ヨ
9
。
「)

と
云

ふ
。
景
気

バ

ロ
メ

エ
タ
ア
の
構

成

に
當
り

て
は
、

常

に

一
定

の
原

理
が
豫

想

せ
ら

れ
て
る
る
。
而

し

て
、
此

原
理

に
從

ひ
て
景
気
愛
動

の
指
数

と
し
て
見
ら

る

べ
き

輩

一
の
、
叉

は
多
敷

の
徴
候
的
系
列
が
圖
示

せ
ら

れ

る
。

こ
れ

に
從

ひ
て

一
方
、

一
定
時
期

の
景
気
状
態

が
測
定

せ
ら

る

、
の
み
な
ら
す

(。
。
。
屏§
三
。
芸
。
∋
δ
≡
。
日興
)

更

に
す

、
み
て
は
景
気

の
進

行
が
豫

捌

せ
ら

れ

る
。
景
気

の
運
動

を
示

す
も
の
と

し

て
、

一
般
指
数

の
選
ば

る

べ
き
か
否

か

の
問

題

に
は
後

に
論
及
す

る
。
此
景
気
圖
表

に

表

現

せ
ら

る
、
と

こ
ろ

の
系
列

が
す

べ
て
、
他

の
種
類

の
攣
動

を
抽
象

し

た
る
、
而

し
て
偶
然

的
憂

動
の
み
を
抽

象

せ
す

に
る
る
と

こ
ろ
の
、
循
環
的
不
規

則
的
系
列

で
あ

る
こ
と

は
、
云

ふ
ま
で
も
な

い
酬

4)W・g・m・nn・Ei・fUhr・mg,S.94.ff.;ditt。,E・ ・n・mi・Rbアthm・P・ 104eしseq・



此
準
行
運
動

は
そ

の
理
想
型

に
於

て
、
q
の
相
關

係
数

を
以

て
特
徴

づ
け
ら
れ

る
。
而

し

て
こ
の
こ
と
は
、
放

射

運
動

に
於

て
も

ま
た
同
様

で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
思

ふ
。

こ

の
貼

に
於

て
こ
れ
は
他

の
二

の
定
型

と
相
樹
立

せ

し
あ

ら

れ

る
。
即

ち

、
後

に
述

ぶ
る
と

こ
ろ

の
第

二
の
定
型

に
あ

り
て
は
、
あ

る
系
列

の
時

の
遅

れ
を
取
除

い
て

見

る
場
合

に
、
相
關
係
数

が
q
と
な

り
、
第
三
定
型

に
あ
り

て
は

、
之

に
反
し

て
相
關
係
敷
が
d

と
な

る

(勿
論

と
も

に
理
想
型

に
つ
い
て
み
る
と
き
)
。
か
く
し
て
相
關
係
数

が
紐

で
あ

る
か
、
遅

れ
を
除

く
と
き

に
刊

で
あ

る
か
、

叉

は
そ
れ
が
d

で
あ

る
か

に
よ
り

て
、
述

べ
よ
う
と

す

る
と

こ
ろ

の
三

の
定
型

が
明
確

に
涯
捌

せ
ら

れ
て
来

る
。

爪†
行
ゆ運
動
ば

た
と

へ
ば
、
の
注
文
.画尚
と
図
粗
原
料
喩

入
山尚
と

.
伺
敏
〃性
商

品
　慣
格

(諾
軸
壁
げ
げ

詞訓β
器
博
領
①
騨
ρ

、。
二
。。置
く
①
。
。
【巨
臼、○
島
崎

℃
戦盲
①
。。
を
假

に
か
う
謬
す

る
)
と

の
間

に
認

め
ら
れ
る
。

一
九

二
四
一

一
九

二
八
年

の
猫

乙

に
於

い
て
、
働

と
働

と

の
相
關
係
数

は
○

・七
八

、
OD
と
働

と

の
相
關
係
数

は
○

・
二
六

八
、
ま

た
σり
と
㈲

と

の

相
關
係
数

は

○

・
五
〇

で
あ

っ
た
と

云

ふ
。
放
射
運
動

は
た
と

へ
ば
生
活

必
需
品
債

権
と
、
卸
責
償

格
と
、
敏
性

商
品
償
格

と

⑭
間

に
認

め
ら

れ
る
。
此

鮎

に
關

し

て
は
、
不
憂
系
列
と
可
憂
系
列
と

の
幅
別

を
考

ふ
る
必
要
が
あ

る
。
前

に
も
述

べ
た

る
が
如

く
、
景
気

の
鍵

動

に
饗

し
て
敏
戚
な

る
経
濟

的
数
量

が
あ
り
、
叉
極

め
て
鉢
威
な

る

そ
れ
が
あ

る
。
鈍
戚

な

る
も

の

》
極

限

に
於

て
は
景
気

の
動
き

に

つ
れ

て
殆
ど
墾
化

せ
ぎ

る
も

の
が
あ

る
。
後
者

は
云

は
∫
不
憂

的
系
列

で
あ

る
。
こ
れ

は
、
若
し
嚴
密

に
解

せ
ら

る

～
限

り
、
た
ゴ
官

吏

の
俸
給

、肚
債

利
子
等

の

如

く
、
人
爲

的

に

一
定

せ
ら
れ
た

る
も

の
だ
け

を
含
む

で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
よ
く
解

繹

せ
ら

る

～
時

に
は
、
景

昆凧
氣
徴
候
論
に
つ
い
て

第
三
十
三
巻

六
三
九

第
五
號

九



景
気
徴
候
論
に
つ
い
て

第
三
+
三
巻

六
四
〇

第
五
號

一
〇

氣

の
憂
動

に
謝
し

て
割

合

に
鈍
戚
な

る
経
済

的
敷

量

の
時
系

列
を
も
包
含
す

る
も

の

で
あ

る
。
而
し

て
破

鐘

の
程

度

を
異

に
す

る
と

こ
ろ

の
諸

の
徴
候
的
系
列

は
す

べ
て
此
放
射

運
動

の
關
係
を
示
し

て
み
る
。
上

に
述

べ
た

る
例

の
如
き

は
其

一
で
あ

る
。
此

場
合

の
放
射
性

は
次

の
如

き
事
情

に
よ
り

て
説
明

せ
ら

れ
て
み
る
。

一
方

に
於

て
㌦

生
活

必
需

品

の
取

引
は
小
市

場

で
あ
り

、
原
料

の
取
引

は
中
市
場

を
、
敏
性
商

品

の
取
引
は
極

め
て
包

括
的
な

る

　
エ

ノ

ロ

し
ド
　
ロ

　

ラ

デ
ト

ニ
ロ

ひ

か

コ

コ
ロ

レ

し

し

コ

し

コ
　

　
サ

リ

コ

而
し

て
個
易

¢
導
催

を
面

に
及
瞑
す

る
ナ
市
場
を
意
味

す

る
。
此
取
引

の
範
園

の
大

小
が
自

ら
償
格

の
受

動

の
幅

に
大
小

あ
ら

し
め
る
。
他

方

に
於

て
其

需
要

の
基

礎

と
な

る
と

こ
ろ

の
購
入
除
力

が

一
は
限
ら
れ
た

る
所
得

で
あ

り
、
他

は
必
要

に
懸

じ

て
は
融

通

に
よ

り
て
増
加

し
得

る
資

本

で
あ

る
こ
と

か
ら
、
こ
と

に
敏
性
商

品

に
於

て

は
、

此
増
加

の
範

園
が
大
き

い
。
此
事
が
ま

た
債
格

の
受

動

の
幅
を
決
定
す

る
。

此

放
射
運

動
は
可
な
b

に
廣

い
範

園

に
亙
り

て
認

め
ら
れ
る
。
而

し

て
、
景
気

憂
動

の
説
明

の
根
慷

は
後

に
述

ぶ
る
が
如

く
究
極

に
於

て
此

運
動

の
放
射

性

の
中

に
求

め
ら

る

べ
き
も

の
と
思

は
れ

る
。
所
得

の
攣
動

は

一
鐙

に

そ

の
振

幅
が
小

で
あ

る
、
而

し

て
、
物

慣

の
振
幅

は
割
合

に
そ
れ
が
大

き

い
。

こ
の
こ
と
が
景
気

の
上
昇
を
行
き

づ
ま
ら

せ
、
叉
景
気
が
底

を

つ
い
て
上
昇

せ
し
め

る
と
思

は
れ
る
。
叉

種

々
な

る
慣
格

は
、
前

に

一
例

を
あ
げ
た

る
場
合

の
ほ
か
極

め
て
廣

い
範
園

に
亘

り

て
、
各
そ

の
攣

動

の
幅
を

こ
と

に
す

る
。
而

し
て
こ
の
こ
と
が
所

謂
慣

　

の

格

の
分

化

(望

幣
器
昌
N
圃臼
巷
σq
号
「
牢
。
一㎝①
)

の
主
た

る
場
合
を
形

づ
く

る
。
異
質
な

る
諸
系
列

の
間

(た
と

へ
ば

利
子
歩
合

と
資
本
利
潤
、
資

本
利
潤
と
物
慣

の
間

と
云

ふ
が
如
き

、
…從
ひ
て
商

品

の
慣
格

相
互
間

で
は
な

く
)

に

5)Lederer,Konj岨kturu.Kr.isen,G.D.S.1¥¥' Te正1,1925・



於

け

る
此
放
射
運
動
的
關
係

は
、
景
気
墾
動

の
原
因

の
説

明

に
と
b

て
重
要

西.・あ

る
。

四

、
縫

起

運

動

第

二

定

型

。

縫

起

運

動

、

叉

は

遅

れ

(閏
。
一碧

σ
空
く
£

二
=
単

一。
巴

p
昌
〔二

p
σq
)
。

徴

候

的

系

列

の

中

、

あ

る

も

の

、

憂

動

が

規

則

的

に

他

の

も

の

、
憂

動

に

逡

み

叉

は

遅

れ

、

そ

の

間

に

一
定

の

時

間

的

間

隔

の

認

め

ら

る

、
場

合

に

よ

薩

包

茎

動

.P
ち

b

y
二
蕎

雰

、

又

よ

疑

胆

D

絹

系

が

あ
.
り

と

云

ひ

、

又

そ

こ

に

遅

匹

が

あ

る

と

伝

ふ

。

.而

し

て

そ

一
糸

」刃
M、ユ
一「口
引
2
ノ

`

こ
■
一
」

一
.〆
一

書
一
Mメ
(

r「ー
イ

・ノ

ー

・層

一

r

,
1

一

、

・

.
ー

ロ

ヤ
マ

オ

ソ

ロ
レ
　

ブ

ド

ナ　
ス

こ

こ
壁

起

D
雲

羽

扇

支

配

す

る
と

見

る
。

地

縫

起

運

動

と

云

ふ
定

型

は
放
射

運

動

と
云

ふ
そ

れ

と

結

び

付

く

こ

と

ー
ー
詫

「■'
(
■」-
」

響!
闇.
「!

F

」
■騨,

ノ
「一
■1
1噛

が

少

く

な

い
。
詳

言

す

れ

ば

、

本

来

振
幅

を
異

に
し

て
而

も

同

一
方

向

に
動

く
諸

系

列

が
多

少

と

も

時

を

異

に

し

て

、
云

は

ゴ
織

起

的

に
愛

動

ず

る

こ

と

も
少

く

は
な

い
。

け

れ

ど

も
糧

起

の
關

係

に
圭

と

し

て
着

眼

す

る
場

合

に

は

、

此

振

幅

の
差

異

を

問

題

と

せ

す

、

む

し

ろ
標

準

偏

差

を

以

て
愛

動

の
軍

位

と
見

る

こ
と

に
よ

り

て

、
之

を

抽

象

す

る

。
而

し

て
繊

起

の
時

間

的

關
係

の

み
を

明

瞭

な

ら

し

め

よ
う

と

す

る
。

.

種

々
な

る
徴

候

的
系

列

の
間

に
存

す

る
と

こ

ろ

の
最

も
重

要

な

る
關

係

は

、
即

ち
此

遅

れ

の
關
係

、

叉

は
先

後

の
關

係

で
あ

る

。
景
気

の
憂

動

が

軍

一
な

る

一
般

的

指
数

に
よ

り

て
表

示

せ

ら

る

～
や
否

や

は
別

に
考

ふ

べ
き

問

題

で
あ

る
と

し

て

も

、
之

を

構

成

す

る
と

こ

ろ

の
部

分

的

墾

動

、

即

ち

種

々
な

る
経

濟

的

敷

畳

の
系

列

が
大

膿

景

気

の
状

態

を

反

映

し

か

つ
進

行

す

る

こ
と

は
云

ふ
ま

で
も

な

い
。
而

も

こ
れ

ら

の
運

動

が

相

李
行

ず

る

に

せ

よ

、

旦示
氣
徴
候
論
に
つ
い
て

第
三
十
三
巻

六
四

一

第
五
號

一
一



景
気
徴
候
論
に
つ
い
て

第
三
+
三
巷

六
四
二

第
五
號

三

掻

相
逆
行
す
・
に
せ
よ
、
そ
れ
は
同
時
に
茎

齊

に
進
む
性
質
の
も
の
で
は
?

、
多
く
は
そ
の
間
に
綾

の

關
係
を
も
つ
。
此
先
後
の
關
係
は
、
を

へ
ば
各
種
の
商
品
の
償
籍

互
の
間
に
、
各
種
の
商
品
の
生
産
物
数
量

の
間

に
、
或

は
、
金
融
事
情

を
示
す
と

こ
ろ
の
金
利

、
預

金

の
憂
動

の
間

に
、
云

は

ゴ
こ
れ
ら

の
原
本

的
系
列

の

間
に
存
す
・
の
み
な
享

、
金
聖

は
商
。奪

の
事
情
を
示
す
爲
に
構
成
せ
ら
襲

・
馨

的
秀

の
間
に
も
存

す
る
。
景
気
の
攣
動
を
此
鮎
か
ら
聾

す
・
な
ら
ば
、そ
れ
は

一
の
運
動
場
の
周
園
を
列
を
な
し
て
遣

り
つ
}
の

。

薗

の
生
徒
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
紫

團
は
常
に
此
覇

の
あ
る
地
位
に
動
き
?

・
あ
る
・
而
も
各
人
は
先

頭
牟
ら
竃

ま
で

歪

窩

騨

保
ち
∵

孝

・
.
此
間
隔
犀

の
馨

,
φ

親

燦
ま
で

憂

の
羅

性
に
從

ふ
。
あ
る

種
類

の
系
列
間

の
順

序
と
間
隔
と

は
経
済
的
構
造

に
し

て
著

し

く
憂
化

せ
ざ

る
以

上
、
鍵
化
す

る
こ
と

は
な

い
。
か

、
る
事

情

に
基

い
て
、
¢

⇔
系
列

の
欝

を
た

よ
り
と
し

て
、

こ
れ

縁

起
す

・
と
こ
ろ
の
他

の
系

列

の
攣
動
を
豫
知

し
得

る
。
從

ひ

て
、
此

遅
れ

の
關
係

は
、
景
気

の
豫

測

の
五

に
重
た
な
る
藍
淺

を
肯
ポ

る
～
D

l
I
一

』
.

一
一

一

メ

`

1

「　一

引

一
一}雨
月

'

1

一/

,

!
.

h
1

6

で

あ

る

。

先
後

の
關
係

に
關
す

・Q
知
識

の
　
ち

、
最

も
有
名

な

・
も

の
は
ヨ
,
旋
,.饗

・
メ

エ
タ

・
と
奪

ら
れ

る
も

の

で
あ

る
。
叢

に
三
市

場

と

云

ふ

は
、

投

機

(株

式

)

市

場

、
商

品
市

場

、

金
融

市

場

、

(詔
)2
三
巴

。
F

σ
器
一器

・・。・堕

…

)。
。
.、
.

の
..三

;

p
『
一̂
の
ρ

。
。
・
…

。
・ξ

・
p
『
一̂
。
;

…

・
・
…

三

・
ε

を

さ

す

。

・

れ

等

の

各

市

場

の

状

況

の

指

標

と
な

る

べ
き
複

合
的
系
列

が
作
り
上
げ
ら
れ

る
。
而

し

て
、
此
等

の
系
列

の
間

に
は
、
一
定
の
肚
會

、
一
定

の
時
代



の
経
済

的
構

造
を
反
映
あ,
る
と

こ
ろ
の
而

し

て
そ

れ

に
特
有

な

る
と

こ
ろ

の
先
後
關
係

が
認

め
ら
れ

る
。
勿

論
此

先
後

關
係

は

=
」
び
認

め
ら
れ
た

に
し

て
も
、
そ

れ
は
か

、
る
経
濟

的
構
造

の
基

礎

の
上

に
成
立

し
た

も
の
で
あ

る
か
ら

,
構
造
を
異

に
す

る
他

の
肚
會

、
他

の
時
代

に

つ
い
て
そ

の
ま

～
あ

て
は
ま

る
か
否

か
は
、
事

實

の
上

に

つ
い
て
の
み
、

は
じ
め

て
考

へ
ら

る

べ
き
と

こ
ろ

で
あ

る
。
し
か

し
此
等

の
三
市
場

の
状
況
を
あ
ら

は
す
系
列

の

先
後

の
關
係

が

ほ
ゴ
明

に
せ
ら
れ

る
と
、
例

へ
ば
A

の
系
列

の
動

き
か
ら
し

て
、
来

る
べ
き
B

の
動
き

、
即
ち
其

の
上
昇
叉

は
下
降

を
豫

卸
す

る
こ
と
が
出
来

る
。
所
謂

三
市
場

バ

ロ
メ

エ
タ

ァ
と
言

ふ
の
は
か

㌧
る
事
情

に
慕

い

㎡」
構
成

せ
ら
恥

.⇔
。
、、そ

充

の
三
年

㌘

∴

九

一
三
年
ま

で
北
米
盒

爾

ω
景
気
憂

動

録

・
い
て
岩

塩

せ
ら

れ

た

る
所

に
よ
れ
ば
、
投
機

の
動
き

は
、
商
業

の
そ
れ

に
先

だ
ち

、
商
業

の
そ
れ
は
金
融

の
そ
れ

に
先

だ

つ
。
此
距

離

は
大

膿

に
放

て
数

ヶ
月

の

(此

月
数

を
詳
説

し
な

い
)

も

の
で
あ

る
。
た

Σ

九

二
四
年
以
後

(
一
九

二
三
年

に

は
長

期

的

傾
向

の
計
算

方

法

も

改

め
ら

れ

て
み

る
が
)
、
か

～
る
連

絡

は
認

め

が
た

く

な

っ

て
み

る
と

云

ふ
。

一

　
　

　

ロ

ロ

コ

　

八
九
八
年

か
ら

一
九

一
四
年

に
至

る
ま

で
の
濁
逸

の
事
實

に

つ
い
て
も
、
ま
た
前
述

の
如

き
連
絡

が
ほ

ゾ
認

め
ら

れ
て
み
る
。
か

～
る
先
後

の
關
係

の
如
何

に
し

て
存
在

す

る
か
に

つ
い
て
は
、
後

に
考
察

を
加

へ
よ
う
。
た

ゴ
、

大

戦
以
来

、
此
等

の
市
場

の
關

係
が
多
少
と

も
憂
化

し

て
み
る
と
見
ら
れ

て
る
る
。

こ
と

に
有
償
證
券

の
利
廻

の

打
算

が
景
気

愛
動
を
決
定
す

る
作
用

が
弱
ま

っ
た
意
味

に
於

て
、
投
機
市
場

の
事
情
が
欧
洲

に
放

て
も
北

米

に
於

て
も
愛
化

し
た
と
云

は
れ
る
。
な
ほ
前
述

の
考
察

に
於

て
三

の
市
場
を
代
表

ザ
る
徴
候
的
系
列
を
構
成

す
る
爲

に

景
気
機

論
κ
つ
い
て

豊

+
三
春

山ハ
四
三

第
五
號

一
三



景
気
徴
候
論
に
つ
い
で

第
三
十
三
巻

六
四
四

第
五
號

一
四

一
九

二
三
年
以
後

(
そ
の
以
前

に
は
更

に
複
雑
な

る
資
料

か
ら
構
成

せ
ら

れ
た
)

利
用
せ
ら

れ
た

る
徴
候
的
系
列

の

は
次

の
如

き

も

の

で
あ

る
。

洗
投
機
i

紐
育
市
内
銀
行

の
借
方
、
工
業
株
式
憤
格
。

R
商
業
-

紐
育
市
外

の
銀
行
の
借
方
、
卸
費
物
偵
。

C
金
融
-

商
業
手
形
割
引

歩
合
。

先

後

の
關
係

を
も

つ
継
起
運
動

の
う
ち
次

に
注

目
す

べ
き

は
、
債
格

に
於

け

る
そ
れ

で
あ

る
。
債
格

を
極

め
て

ぽ

モ

ヒ

　

ロ

も

ウ

ら

コレ

　

エ

ロ
　

ま

　

ヨ
　

輝

く
鐸

づ

ス
.し
」
落

に
は

歌
・σ
蜀

魂

に
鶉

ひ

得

る
、

有

償

證

券

の
慣

格

は

上
昇

翅
,程

艦
於

て
最

も

先

に
騰

貴

す

る
ゆ

一
般

物

償

は
之

に
遽

れ

て
騰

貴

す

る
が

、
勢

銀
郎

ち
勢

働

の
慣

格

に
先

だ

つ
。

資

本

用

役

の
慣

格

で
あ

る
利
子

は

更

に
退

れ

て
痩

動

ず

る
。

一
般

物

慣

を
構

成

す

る
諸

商

品

の
償

格

に

つ
い

て
見

る

に
、

そ

の
攣

動

の
順

序

に

つ
い

て

は

一
概

に
言

び
去

る

こ
と

は
極

め

て
困
難

で
あ

る

。
阿

と
な

ぼ

ま

一
々

D
景

気

甦

動

こ

よ
そ

紅
ぞ

π

博

珠

D
事

.」

凋
I
1

5
-

-

〔

■●
∠
-'到
!冒一
.
-
層畳

一

肩

-
月
`

3

(
-」一「

情

に
附

随

し

、
從

ひ

て

満
例

へ
ば

上
昇

の
刺

激

が
如

何

な

る
方

面

か

ら
来

る
か

に
從

ひ

て
、
償

格

の
ま

つ

騰
貴

す

る
も

の

に

つ
い

て
差

異

が

あ

る

は
す

で
あ

る
。
特

に

、
外

部

に
於

け

る
市

場

の
開

拓

、
又

は
外

囲

と

の
資

本

の
交

渉

か

ら

し

て
景

気

の
憂

動

ず

る
場

合

に
於

て

さ
う

で
あ

る
。

け

れ

ど

も

、
景

気

の
動

き

は
新

に
外

部

か
ら

来

る
刺

激

に
負

ふ
こ

と

な

く

、
云

は

ゴ
内

生

的

に
進

行

す

る
限

り

に
於

て

は

、
諸

商

品

償

格

の
動

き

の
間

に
何
等

か

の
順

序

を
認

め
得

る

。大

髄

に
於

て
物

債

の
受

動

は
景

気

の
憂

動

に
於

て
決

し

て
早

期

の
現
象

と

は
縛

し

が

た

い
。
彿

込

6)此 融 の 詳 細 に 聞 し て は 数 多 き 文 献 に ゆ つ る

Crum,TheInterpretationoftheIndexofGc
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資

本

の
増
加

、
取

引

数

量

の
増
加

、
就

業

傘

の
増

加
等

よ

り

も
遅

れ

て
あ

ら

は
れ

る
。

と

こ
ろ
が

此

物
債

の
動

昏

に
於

て
、
最

も
早

い
も

の

は
、

生

産

財
慣

格

に
し

て
工
業

に
於

け

る
完

成

財

の
慣

格

は

こ
れ

に
遅

れ

、
生

活

必
需

品

の
慣

格

は

ま

た

こ

れ

に
遅

れ

る
。

な

ほ
此

貼

に

つ

か
て

の
叙

述

を
進

む

る
爲
に

、
景
気

鍵

動

の
考

察

の
旙

に
最

も
便

宜

で
あ

る
と

思

は

る

～
財

の

囁

分

を

試

み

る
。

問

題

と

し

て
取

扱

ふ
も

の
は

.
終

局
生

産

財

に
あ

ら

す

し

て

、

み
な
生

産

物

で
あ

る
。

こ

の
う

ち

ま
つ

、
享

楽

期

と
些

雇

用

と

を

別
,
つ
。

二
者

の
う

ち

、
阿

柱

に
も

、
持

護

笥

な

る
.も

D
と

省

城
内

な

る

も

D

へ}

「捗

…つ

p・
乱

①
陰

①
ヨ
Φ
.螢
一
σq
。
。
α
・。
…
ヒ
帥=
①
.1
=
・
<
。
.、
①
ロ
.㈹
舞
①
『)

と

の
圃

別

が

あ

る
℃
持

続

的

な

る
も

の
拡
常

に
収

益

の
目
的

に

利
用

せ
ら

る

～
と

こ
ろ

の
、

収

益
力

を

も

つ
と

こ
ろ

の
財

、
即

ち

収

益

財

(
国
葺

p
㎎
㈹
寄

こ

で
あ

る
。
享

樂

財

に

あ

り

て

は

、
此

持

績

財

が

利

用

設

備

(三
耳
N
邑

σq
・・9
三
p
σq
Φ
)

で
あ

り

、
生

産

財

に
あ

り

て
は

、

そ

れ

が
生
産

設
備

(年

N。
轟

青

碧
m
三
岳

。
)

即

ち

固

定

的
資

本

財
又

は
略

し

て
資

本

財

で
あ

る
。
生

産

財

の
う

ち

、
清

費

的

な

る
も

の

は
、
廣

義

に
於

け

る
材

料
又

は
廣

義

に
於

け

る
間

接
消

費

財

と

稗

し
得

る
。

そ

の
中

、
基

礎

的

性

質

を

有

す

る
も

の

ベ

エ
ジ
ツ

ク

ロ
マ
テ
イ
ワ

ァ

ル

ス

を

、
基

礎

的

材

料

と

云

ふ
。
消

滅
的

生

産

財

の
う

ち

、

設
備

こ
と

に
生
産

設
備

の
生
産

の
爲

に
必

要

と

せ

ら

る

、
も

の
を

固

有

な

る
意

義

に
於

け

る
間

接

消

費

財

(已
葺
①
ぎ
㌍
①

<
9
ぴ
「碧

。房
ぴq
O
滞
↓

と

稻

す

る

。

消

滅
的

生

産

財

の
う

ち

」
直

接

に
勢

働

の
樹

象

と

な

り

、
完

成

財

に
ま

で
成

熟

し

て

ゆ

く
性

質

の

も

の
を

原

料

と

云

ふ
、

一
面

「景
氣
徴
候
論
に
つ
い
て

第
三
十
三
巷

六
四
五

第
五
聴
…

一
五

、

K;onjunkturセheorieU..1くonjunlcturstat量5しiklI
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景
気
徴
候
論
に
つ
い
て

第
三
+
三
巻

六
四
六

第
五
號

一
六

よ

り

見

れ

ば

そ

れ

は
孚

製

品

で
あ

る
。

。

の
匿
分

量

要
な
・
部

分

は
.㌧
窒

シ

書

・

よ

・
に
借

れ
・
も

の
で
あ

・
。
景
気
攣
動

の
影
響
を
最

・
強
く
示
す
も

の
は
・
固
定
的
資

本
髪

び
そ

の
材

料
た
・
間
藩

欝

で
あ
・
。
ゾ

・
バ

ル
・
・
蓬

、
景
轟

動
寛

・
霧

か
ら
・
第

一
次
的
上

昇
財

・
第

一
堤

的
上
昇
財

へ℃『
.鼠

.。
♪
=
記
。一…

昌
㈹
・.唱

。呪・
uω岸
5
ロ
轟
H。
〉
誤

。ぎ

・
臓・四
葦

と
を
匠
馴
す
・
。
前

者
は
そ

の
所
謂
纒

的
莚

財
曾

舅

三
脇骨

り
…

唾

互

に
し

て
、
ま
つ
設
備

と
稽

し
う
る
と

・
ろ

の
鐵
道

、
照
明
設
備
、
勢

設
備
な
ど
、
そ

の
他
轟

車

・
自
動
車
・
飛

行
讐

ピ

の
如
き
完
成
嬰

も

含

む

。

後

者

は

前

者

の
生

産

に

必

要

な

る

生

産

手

段

を

含

む

。

機

械

製

造

業

、

煉

瓦

、

セ

メ

ン

ト

な

ど

の
重

工

業

生

産

物

が

之

に
属

す

る

。

こ

れ

は

大

艘

に

於

て

、

収

益

財

と

間

接

消

費

財

と

の

匠

別

に

近

い
。

カ

ッ

セ

ル

に

於

て

は

固

定

均

資

本

材

と

そ

り

材

料

と

云

忘

二
百

2

董

町

ド

巨

星

-

1

.幽

.
曽
ノ
」

`
詞

潮
1

」■

「
一
.圏!
.̀
廃

老

コ
薄墨
一=節

せ

、b
』
レ
齢

の

臨

記
鳳
町

』

肯

'鴬
、

Ψぐ

し

鑑
壁
岬
・
o

I

司

」

B

五

¶馬
一恥曝
フ

'
冒

F
劃

)

生産　
騰
欝

離

離

　
　
　騒
消費財

享
楽
財

(消
費
財
二

鵜

輯
鞠

具
、
甲
月
認
備
、

.
基
礎
的
材
料
と
云
ふ
も
の
串

に
は
種

々
な
る
も
の
姦

へ
ら
垂

で
あ
ら
う
・

1
第

二
次
上
昇
財

ド
第

一
次
上
昇
財

. 一
八
ア
ヴ
ア
ァ
ド

の
景
氣
指
数

の
構

成

に
際

し
て
は
、

か

、
る
も

の
、と
し
て
、
銑
鐵
、
鋼
塊
、
木
材
、
肇

、
セ
・
ン
ト

(
此
外
に
羊
毛
及
び
綿

の
裟

額
を
も
)
な
ど
叢

扱
は
れ
て
る
る
・
間
繙

書

の
代

表
的
な
る
も
の
と
し
て
は
、
鐵
、
セ
メ
ン
ト
、
煉
瓦
、
石
炭
、
米
材
、
皮
革
、
な
ど
が
薮

へ
ら
れ
る
。7

さ

て
景

気

の
上

昇

に
於

て

一
般

に
、

ま

つ

固

定

的
資

本

財

の
慣

格

が

騰

貴

す

る
も

の
と
考

へ
ら

れ

る

。

而

し

て

こ
れ

と

と

も

に

、
間

接

消

費

財
の

償

格

も

ま

た

騰
貴

す

る
。
今

た

ゴ
、
此

二
者

の
先
後

の
關
係

に

つ
い

て

は
数

量

Spietho毘Arti1くe1,,Krisen,,,、Handwδrteτb.ロcl=1.dl三r串ta}1tswissenschaften,qto.ヲ)

Aufl. うPigou・IndustrialFlue=しuations,19z],p.a58'ctseq.;SombartHochka-
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。



要

、
断

定
を
下
し
得

べ
き
+

分

の
資
料
を
有

し
な

い
.
而

し

て
、
種

々
な

・
商

品

の
償
格

の
動
き
に
か

～
晃

後

の
關
係

の
存
す

る
こ
と
が
償

格

の
分
化

と
密
接

な

る
關
係

を
有
す

る
。

籍

の
分
化
と
云
ふ
は
、
は
じ
め
同

一
の
高
・

(叢

を
以
裏

現
す
・
)
に
あ
っ
た
各
種
の
偵
察

そ
れ
ぞ

れ
異
れ
、
高
さ
の
も
の
と
な
・
.」
と
を
云
ふ
。
此
分
化
は
も
と
よ
り
、
欝

の
程
度
を
署

す
る
こ
と
か
ら
・
云

は
ゴ
放
射
蕩

の
た
め
呈

す
・
し
、
欝

の
方
向
を
異
に
す
・
・
と
か
ら
、
即
ち
後
に
繋

る
鋏
形
蕩

の
爲

に
争

る
と
共
に
、
叉
、
而
し
て
特
に
、
批
難

運
動
の
爲
星

雲

。
勿
継

起
運
動
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
は

数
多
の
償
禁

同
時
基

準
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
れ
か
ら
相
分
れ
る
と
繋

こ
と
は
薩

・
た
こ

あ

鰹

の

高
さ
は
景
氣
霧

の
波
に
つ
れ
て
或
籍

合
し
、
や
が
麦

盆

・
。
而
し
て
・
の
・
と
が
景
轟

動
の
巨
鐘

に
重
大

な

る
關

係

を

.も

つ
。

幕

。
欝

、
た
と

へ
望

昇
霧

倉

於

・
、
生
産
財
・
£

・
何
業

　

建

騰
貴
す
・
か
・
3

て
は
・
會

で
姦

し
奢

豊

寛

が
。
.
や
,
。
受

。
固
定
的
蒙

財
叢

も
さ
き
・

(斧

鑿

異

最
も
さ
芭

勝
事

・
・
見
る
霧

が
あ
る
・
を

へ
ば
シ
ユ

ピ
イ

ト
ホ

フ
を

叢
に
か
う
云

ふ
意
見

の
支
持
者

で
あ

る
と
云

っ
て
も
誤

り
で
は
な

い
で
あ

ら
う
。

『
好
況
は
原
則
と
し
て
牧
欝

の
登

・
ら
出
撃

る
。
生
護

璽

・
耐
久
的
利
用
設
備
・
好
況
・
原
勢

・
あ
・
・
脊
髄
で
あ
る
』
・
『
墨

財
か
ら
饗

し
た
好
況
は
、
・
れ
・
よ
り
て
聞
落

欝

が
購
入
嘉

…

ろ
萎

沓

投
下
・
増
大
・
う
ち
に
出
書

及
び
羅

を
も
つ
・

.
・
奮

し
て
運
動
は
棄

財
・
蓑

…

で
亀

.』
・
れ
・
≧

・
…

嚢

霧

・
馨

を
論
ず
る
に
當
り
て
鑑

、
間
接

婆

財
の
生
産
、
及
ぎ

と
・
そ
の
霧

騰
貴
に
重
き
を
写

。
嚢

氣
・

『墨

蓑

・
中
心
響

形
成
・
る
も
の
は
間
接
婆

髪

ぴ
馨

景
魚
心徴
候
論
に
つ
い
て

第

三
十
三
巻

六
四
七

第
五
號
.

一
七

・

7)Spiethof董,a・a・o.s.71H.



.

景
気
徴
候
論

に
つ
い
て

第
三
十
三
巻

六
四
八

第
五
號

一
八

財

で
あ
る
。
』
而
し
て
そ

の
生
産
過
剰
の
説
明
は
間
接
消
費
財

の
生
産
過
剰

に
重
鮎
を
匿

い
で
る
る
。
け
れ
ど
も
、
好
呪
が
攻
盆
財
か
ら
出
螢
す
る

と
見
る
限
り
、
債
格

の
憂
動

が
先
づ
こ
、
に
於

て
生
じ
、
次

に
間
接
消
費
財
に
及
ぶ
と
解
し
て
誤
り
は
な

い
と
思
ふ
、
間
接
清
費
財

の
慣
格
騰
貴

は
取
盆
財
の
便
格
騰
貴
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
理
解
し
得
ら
れ
る
。

.

更
に
明
白

に
、
債
格
上
昇
の
基
鮎
を
固
定
的
資
本
財
に
置
き
た
る
も
の
に
は
、
カ
ッ
セ
ル
が
あ
る
。
其
見
解

に
依
れ
ば
、
景
氣
上
昇

の
饗
端
を

な
す
も
の
は
、
利
子
の
低
落
に
俘

ふ
資
本
財
慣
格

(
固
定
資
本
と
呼
ば
れ
て
み
る
)

の
騰
貴

で
あ
る
。
利
子
低
落
ナ
る
と
き

に
は

一
定

の
利
潤
を

あ
げ
得
る
資
本
財
が
騰
貴
せ
ざ
る
を
得
ね
。
こ
の
こ
と
が
必
然
に
資
本
財
材
料

(
即

ち
間
接
消
費
財
)

の
便
格
騰
貴
、
生
産

の
損
張
を
も
た
ら
す

の

此

先

騒

に
封

ず

る

駐

非

の
批

判

に

は

へ
■
立

入

ら

ね

が

、

寳

准

財

の
賢

路

が

ま

つ
騰

貴

ず

る

と

見

る

晃

弊

ぱ

注

目

に
直

す

る

o

ゾ

ム

パ

ル

ト

く
於

け

　ト

ゆ
に
じ
ぢ

ホ
ぬ
　
ゐ
セ

ドぼア
ド
は
に
ト
サ

い
の
　
ゐ
ケ

わ
ド
ゼ
ゆ

いル
　

き
し
い

そ
ニ
　ぎ
コ

こ

　

へ

に

ゑ

ヒ

ぶ
の

ガ

ドド
　に
い
ド
ル
げドルセ

へ
ゆ
で
ト

　ぽ
ほな

だ

り
り
　
　
　リドに
の

る

課

=
ヲ
郎

」

勢

具

と

鐸

二
」ヲ
郎

」

舅

員

と

曜

置

男

オ

辰

精

力

る

鰯

網

を

謝

さ

力

旨

で
左

ら

う

カ
ー

盲

岩

ね
酌

盆

動

'
禦

ダ

に

調

経

酢

光

る

盛
寸
讐

財

に

し

て

而

も

牧

盆

財

で

な

い
も

の

を

も

含

む

が

)

と

同

親

せ

ら

れ

て

も

い

」

と

思

ふ

。

後

者

の

中

心

を

な

す

も

の

は

間

接

清

費

財

で

あ

る

。

而

92

し

て
生
産

の
捜
張

は
ま
つ
前

者
よ
り
生
ず
る
、

ζ
の
こ
と
は
同
時

に
債
格

の
騰
貴

が
前

者

に
は
じ
ま
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
ピ
グ

ゥ

に
あ

り
て
は

.

建

設
工
業

叉

は
資

本
財
工
業

〔8
驕
喜

。8

岳
=

ロ
曾
㎝旦
m切L

星

芒
日
ω三
四
=

国
儀
=m
臨
⑦切)

が
景
気

の
攣
動

に
於

て
、
消
費
財
産
業

よ
り
も
著

し
く

敏

感

で
あ

る

ζ
と
が

(
少

く
も
表

面

の
　畢
實

と
し
て
)

蓮

べ
ら
れ

て
る
る
け
れ

ど
も

、
そ
の
黙
は
之

を
生
産
物
鍛

量

の
考

察

の
…場
合

に
時
論跡
す
る

ゆ

　
　

　

ユ

こ
と

エ
す

る
。

ア

フ
タ
リ
ォ

ン
に
あ

り
て
は
、
金
蘭
債
格

が
最

も
敏
感

に
景
気

の
麺
動

を
反
映

す

る

ζ
と
が
主
張

せ
ら
れ

て
る
る
。

こ
れ

に

つ
い

て
思

ひ
合

は
せ
る
の
は

ワ
ァ
ゲ

マ
ン

(
從

ひ
て
伯
林

の
景
氣
研
究
所

の
)

敏
性

商
品

(「雷
吼
菖
ρ

ug
u三
話

8
日
目
。二
三
Φ呂

で
あ

る
、

ワ
ア
ゲ

マ

ン
に
於

け

る
敏

性
商

品
は
次

の
如

き
も

の
を
含

む
、

零

亀

コ
p
♂

ゴ
2
コ
亨

。
x
=
一号
♂

。鑑
凍
冠
コ
3

♂
巴
噂
3
ω〔野

ヨ

三
讐

。。』

臼
ぞ

マ
。
P

ヨ
胆
6三
器

智
・
星
q

㎝9
名

-
げ
「9
宏

且
pp。
。三
て
の・
而

し
て
工
業

原
料

及

び
牛
製
品

の
卸

責
領

格

は
此
敏
性

便
格

よ
り
も
少
し
く
握

れ

て
動
き
(
振
幅

に
於

て
は

極

め

て
小

で
あ
る
が
)

工
業
完
成
財

は
更

に
之

に
遅
れ
る
。

ア
フ
タ
リ
ォ

ン
に
於

て
金
燭

茸
箇
。三
尾
切
9
。
二
①「㎝
等

が

一
層
明

に
循
環
運
動

を
管
む

吻

と

い

へ
る
と
照

し
合
せ

て
考

ふ
る

と
き
興
味

が
多

い
。
も
と

よ
り
、
早

期

に
於

て
、
云
は

y
他

に
先

だ
う

て
上
昇
す

る
と
云
ふ
こ
と

エ
、
景
氣

の

麺
動
を
明
確

に
忠
實

に
反
映
す
る

と
云

ふ

こ
と

は
必
ず
し
も
同
観

し
が
た

い
。
後
者

は
攣
動

の
振
幅

の
大

き
い

こ
と
を
も
意
味

し
得

る
か
ら
。
け

8)

9)

10)

H)

・2)

Cassel,TheoτetischeSozial6konomie,S,570.

景 気 盤 動 輪 、 一 六 九 買 、 三思 の 八 九 頁 。

Pigou,】ndustrialFluctuations,P.15,IOC,et:Coy

Aftalion,Lescrisesperiodiquesdesurproducl:ion,

Wagemann,EconomicRhythm,P・ 二58・

etseq・

コこ9エ5,TomeI・P・2斗



れ
ど
も
、
今
霧

食

れ
を
同
視
。
て
毒

だ
。
い
肇

は
な
か
ち
う
患

ふ
。
・
・
ぞ

、
此
等

の
所
磐

併
せ
て
考
ふ
れ
ば
・
聞
落

爵

こ
と
に
金
風
慣
格
が
最
も
顯
著
な
る
遜
動
を
警
む
と
共
に
、
他

に
先
だ
ち
て
攣
動
ず
る
。
而
し
て
、
理
論
上
、
牧
盆
財

の
獲
動
が
之
に
先
だ
ち
且

つ
同
様

に
振
幅
が
大
き

い
と
云
ひ
得

べ
き
に
拘
ら
ず
、
享
實
は
必
ず
し
も
さ
う
で
あ
る
の
で
は
な
い
。

五
、
鋏

形

運

動

第

三
定
型

。
鋏
形

運
動
又

は
反
射

運
動

(・。
・
『
　

・・σ
・
轟

轟

…
聾

ヨ
…

　

爵

鼠

。
景

　

σ・
`
茜

8
百

叶.
.
一回ピ。
く
・。
円昌
。
一日什)
。

こ

れ

は

二
の

徴
候

的
系

列

が

同
時

に
而

も

反

封

の
方

向

に
向

ひ

、

其

距
離

極
限

に
達

し

た

る

の

ち

ま

た

相

接

近

し

て
共

に

も
と

の
水

準

に
復

脅

す

る
運

動

を

云

ふ
。
攣

動

の
振
幅

は
発

く
相
等

し

き

も

の

か

ら

著

し
く
相
異

な

・
も

の
ま

で
、
屡

で
あ

り
得

・
と
思

ふ
。
止

揚

定
型

の
組

替

あ
ー-
は
る

≧

と

は
稀

で
あ

る

に

し

て
も

、
他

の

定
型

と

そ
れ

ぞ

れ
結

合

し

て
實

現

せ

ら

れ

て

み

る
。
今

ま

で
そ

れ

が

比
較

的

に

明
瞭

に
看

取

せ

ら

れ

た

る
も

の

～

一
二

を
あ

げ

る
。

ムゴコ
う

　
ロ

コ
　
　

ヘ
コ
ドのコア
も

　
ラ

ト
リコヤこ
ユ
し
コ

　
にロ　ド
ア
ロ

仁

月

α
狽

に

!
.
し

て
掌
、
(
る

,
塗

笏

郵

術

の
投

興

し

た

乃
信

用

数

量

と
商

業

手
形

の
振
出

と

の

間

に
は

あ

る
程

度

ま

で
託

種

の
關

係

が

認

め
ら

れ

る
と

云

ふ
。
高

景

気

の
際
信

用

は

一
時

減

少

す

る
の

に

、
手
形

の
振

出

は

か

へ

り

て
高

ま

る
が
低

下

せ

兎

。
即

ち

景
気

の
絶

頂

に
於

て
は

、
手

形

蟹
行

の
上

昇
曲

線

が

登
券

銀

行

信
用

の
下
降

曲

線

と
萎

の
を
見

・
。

.、
の
.、
と

は
紫

行
信
用
が
婆

目
的

の
爲

に
、
手
形

が
企
業

の
爲

に
必
要
喜

ら

で

.、
と

に
拳

と
考

へ
ら
れ

て
る
る
。
景
気

の
上
昇
其
極

に
達
す

る
と
、
所
得
從

ひ
て
、
消
費

が
減

少
す

る
・
そ

の

景
擬

候
論
に
つ
い
て

第
三
+
三
巻

六
四
九

第
五
號

尻



景
気
徴
候
論

に
つ
い
て

第
三
十
三
巻

六
五
〇

第
五
號

二
〇

結
果

、

一
方
は
減

少
す

る
。
而

も

、
他

方

は
ま
だ
減
少

す
る
段

に
ま

で
進

ま
な

い
。
な

ほ
衰
頽

期

に
入
れ
ば
手
形

振
出

高
が
登
券
銀
行
信
用
数
量

よ
り
も
急

に
減
退
す

る
。
け
れ
ど
も
此

二
者

の
動
き
の
か

、
る
反
劉
運
動
を
示
す

の

は
か

～
る
段

階

に
止
ま
り

、
大
膿
を
通

じ
て
見

れ
ば
、
不

況

に

つ
れ

て
共

に
低

下
し

、
上
昇

に

つ
れ
て
共

に
増

加
す

る
。
信
用

の
側

に
於
け

る
鋏
形

運
動

の
他

の

一
の
例

は
具

正
の
預

金
と
貸
出

と

の
動
き

で
あ

る
。,
前
者

は
沈

滞
期

に
於

て
漸

次

に
増
加

し
繁

榮
期

に
入

り
て
著

し
く
減

少
ポ

る
。
之

に
反

し
て
貸

出

は
沈
滞

期
を
通
じ

て
下
降

し
恢
復

期

に
上
昇

し
繁
榮
期

ま

で
増
加

を

2

み

た

る
後
減
少

を
は
じ
め

る
、
衰
頽

期

に
於

け

る
減

少
驚

洗

、

預

金

に
遅

れ
る
。

倉
庫

の
鋏
形

の
運
動
も
注

目

に
値

す

る
。
入
庫
敷

量

は
沈
滞
期

に
底
を

つ
く
が

上
昇
期

に
増
加

し
て
、
繁
榮

期

に
於

て
最
高

に
達

し
、
衰

頽
期

に
激
減

す

る
。
出
庫

数

量
は
其
受

動

の
振
幅
著
し

く
小

で
あ

る
ば

か
り

で
な

い
、

大

膿

の
運
動

の
方
向
を

云

へ
ば
、
沈
滞
期

に
於

て
も
鯨

り
減
少

せ
す

、
入
庫
敷
畳

に
超
過

す
る
、
恢
復

期

に
於

て

も
あ
ま

り
上
昇

せ
す
、
繁

榮
期

に
於

て
は
著
し
く
入
庫

数
量

に
不
足

す

る
。
か
く
て
、
極

め
て
明
白
な

る
鋏
形
運

動
を
示

す
。

此

入
庫

出
庫

の
爾
系
列

の
動
き

の
結
果
と

し

て
在
庫
数

量

(
滞
貨
)

の
動
き

(ピ
謁
2
σ
①
ミ
の
碧

コ
σq
'

・。8
冨
σq
o
山
9
け二
巴
o
昌
)

が
成

立
す

る
。
そ
れ

は
沈
滞
期

間
中

漸
次

に
減
少

し
恢
復
期
間

の
う
ち

に
於

て
そ

の
底

に

達

す
る
、
而

し

て
衰
頽

の
は
じ
め

に
最
高
位

を
示

す
。

な
ほ
外
画

貿
易

に
於
け

る
鋏
形

の
運

動
が
注
目

せ
ら

れ
る
。
原
料
及

び
雫
製
品

の
輸

入
超
過
と
完
成
品

の
輸
出



超
過
と
が
銑
形
の
蓮
動
を
な
し
て
蓮
行
す
る
。
前
者
は
、
大
瞳
に
於
て
景
気
の
波
動
に
平
行
し
な
が
ら
帯
蹴
す
る

沈
滞
期
に
於
て
其
底
を
つ
き
た
る
後
、
腕
復
期
に
上
昇
し
、
繁
柴
期
に
於
て
絶
頂
に
達
す
る
。
而
し
て
、
衰
類
期

に
於
て
著
し
く
下
降
す
る
。
然
る
に
後
者
は
之
に
反
し
て
、
景
気
上
昇
に
つ
れ
て
減
少
し
そ
の
下
降
に
つ
れ
て
増

加
す
る
。
而
し
て
沈
滞
期
に
於
て
そ
の
頂
に
、
快
復
期
の
末
か
ら
繁
条
期
に
か
け
て
ぞ
の
底
に
達
す
る
。
勿
論
、

二
の
波
は
著
し
く
振
幅
を
異
に
す
る
、
前
者
に
於
て
著
し
く
大
に
し
て
後
者
に
於
て
小
で
め
る
。
こ
の
こ
と
は
一

方
、
外
岡
市
場
の
贋
汎
で
あ
り
そ
の
景
気
蹴
況
は
相
殺
す
る
こ
と
多
き
が
ゆ
ゑ
に
、
そ
の
購
入
傍
カ
に
は
割
合
に

題
化
の
乏
し
い
こ
と
、
岡
内
の
景
気
の
良
好
な
る
ほ
ど
輸
出
入
の
困
難
な
る
こ

E
に
よ
み
り
、
他
方
、
原
料
等
の
轍

入
が
主
と
し
て
圃
内
の
景
気
に
決
定
せ
ら
れ
て
の
み
、
而
し
て
そ
れ
と
平
行
す
る
や
う
に
盤
動
す
お
ご
と
、
此
ニ
の

事
情
に
負
ふ
。
振
轄
の
異
な
る
に
拘
ら
示
、
韓
動
の
方
向
の
異
な
る
こ
と
が
、
錬
形
の
運
動
を
&
ら
は
き
し
め
る
。

六、

-
般
指
患
の
可
能

景
気
麗
勤
を
構
成
す
る
諸
事
象
の
系
列
の
動
き
の
聞
に
存
す
る
闘
係
の
定
型
的
な
る
も
の
を
求
め
て
、
以
上
の

如
〈
に
要
約
し
た
。
け
れ
ど
も
、
諸
の
徴
候
的
系
列
の
闘
係
は
、
大
韓
に
於
て
こ
れ
ら
の
も
の
〉
錯
綜
で
あ
石
が

こ
れ
ら
の
も
の
に
還
元
し
、
又
は
分
析
す
る
こ
左
の
出
来
ぬ
不
規
則
的
な
る
闘
係
を
も
合
む
で
ゐ
る
。
今
こ
れ
だ

け
の
前
提
か
ら
し
て
、
景
気
の
一
一
般
指
数
正
一
五
ふ
色
の
が
却
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
を
考
察
し
よ
う
。

景
気
徴
伎
論
に
つ
い
で

第
三
十
三
巻

六
五

第
五
披



景
気
徴
候
論
に
つ
い
て

第

三
十
三
巻

六
五
二

第
五
號

二
二

景
氣

の
状
況

を
各
種

の
徴
候
的
系
列
を
綜
合

し
て
得

た

る

一
の
綜

合
的
指
敷

に
よ
り

て
示
さ
う
と
す

る
時

、
之

■

を
景
気

の

一
般

指
敷

と
云

ふ
け
れ
ど

も
此

一
般
指
数

と
云

ふ
も

の
が
果

し

て
合
理
的

に
構

成
し
得
ら

る

～
か
。
之

に
關

し

て
次

の
如

き
種

々
な

る
阻

難

が
あ

る
。
qり
組
合

せ
ら

る
べ
き
徴
候
的
系

列
が
如

何

に
し

て
選
鐸

せ
ら

る
～

か
。
此
選
揮

に
つ
い
て
は

、
所
謂
循

環
的
説
明

に
陥
ら

ざ

る
ま

で
も
、
何
人
も
納
得

の
ゆ
く
選
繹

を
な

す
事
不
可

能

で
あ

る
。
.②

多
激

の
系

列

の
結
合

の
方
法

に
困
難

が
あ

る
。
例

へ
ば
加
重

の
方
法
を

と
る

に
し

て
も

、
何
れ

に

「
煽
れ
だ
け

の
重

み
セ
加

,割
る
か
を
加
合
理
的

に
決
定
す

る
尋
が

か
り

は
見
出

し
か
亡

い
一じ
あ
ら
う
、
加

之

、
憂
動

の
振
幅

の
差
異

を
如
何

に
取
扱

ふ
べ
き
か
、
す

べ
て
を
標
準
偏
差

に
封

ず

る
割

合

に
改

む

る
こ
と

が

一
の
方
法

で

あ

る

に
し
て
も
、
そ
れ

で
は
、
た
と

へ
ば
金
額

に
於

け

る
僅
少

の
動

き
と
豆
類

の
動

き
と

を
同
視
す

る
こ
と

に
な

り
、
種

々
な

る
鮎

に
無

理
を
些

じ
よ
う
。
動
特

に
困
難

は
繊

起
鍵

動

に
伜

ふ
。
数
多

の
徴
候
的
系
列

が

一
醇

に
墜

動

せ
す
、
す

べ
て
繊

起

的

に
動
く
も

の
な
ら
ば
、
そ

れ
ら

の
綜
合

は
自
ら
相

殺
す

る
傾

な
し
と
し
な

い
で
あ

ら
う
。

す

べ
て
の
事
象

す

べ
て
の
系
列

を
と

ら

へ
て
之

を
組
合

せ

る
な
ら
ば

、
循

環
的
菱
動
は
少

し
も
あ
ら

は
れ
な

い
と

す

る
見
解
す

ら
も
あ

る
。
勿

論

、
諸

の
系
列

の
間

に
確
定

的
な

る
逞

れ
が

あ
る
な
ら
ば

、
何
ヶ
月

か

の
此

逞

れ
を

計
算

に
入

る

、
こ
と

に
よ
り

て
、

か

～
る
困
難

を
免
れ

、
敷

多

の
系
列

の
何
等

か
の
綜
合

か
ら

.
景
気

の
動
き

の

指

数
を
求

め
得

る
や

う

に
見
え

る
。
け
れ
ど
も
此
遅

れ
は
景
気

の
波

の
個
性

に

つ
れ

て
歴

々
で
あ

る
ば
か
り

で
嫁

く
、
.同

一
一の
波

動
の
段

階

に
よ

り
て
す
ら
ま
た
異
な

る

で
あ

ら
う
。
さ
う

で
あ

れ
ば
、
か

、
る
遅

れ
を
考
慮

に
入



る

＼
こ
と

に
よ
り

て
、
綜
合

的
な

る
景
気

指
敷
を
求

め
得

べ
し
と

は
考

へ
ら

れ
ぬ
。
要
す

る
に
景
気

の
綜

合
的
な

る

一
般

指
数
を
求

む

る
と
云

ふ
こ
と

は
至
難
な

る
仕
事

で
あ

る
。
勿

論
こ
の

こ
と
は
、
今

ま

で
に
之

を
求

め
た

る

種
々
の
試
み
を
以
て
全
然
無
償
値
な
b
と
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
何
等
こ
の
程
度
長

て
景
気
の
姿
を
反
映

し

て

み

よ

う

、

け

れ

ど

も

そ

れ

が

唯

一
の

、

而

し

て

最

も

よ

く
景

気

の

動

き

を

示

す

と

こ

ろ

の

指

数

で
あ

る

と

は

云

は

れ

ま

い

。

け
れ
ど
庵
景
氣

の
状
況
を
翠

}
な
る
系
列
叉
は
曲
線
を
以

て
示
す

こ
と
の
要
求
は
常
に
存
す
る
。
か
髭
る
要
求

に
懸
ず
る
爲
に
は
、
此

一
般
指

数

の
外

に
、而
し
て
そ
の
代
り
に
、讐

畢
純
な
る

一
の
時
系
列
が
選
ば
れ
た
。
そ
れ
は
轍
多

の
徴
候
的
系
列

の
う
あ
、
最
も
苧

景
氣

の
灘
動
を

反
映

ず
る

と
思

は
る

ム
も

の
、
即

ち
最

も
優
れ

て
徴
候
的

な
る
系

列
か
ら

、
景
気
指
数

を
求

む
る

こ
と
で
あ
る
。

か

」
る
指
鍛

と
し
て
は
、
就
業

傘
叢

、
銑
鐵
生
産
隻

は
漕
費
額
、
手
形
交
換
高
、、
な
ら
び
に
物
債
叉
は
婚
姻
率

な
ど
が
選
ば
れ
る
・

詫

ら
の
う
ち
含

巨
的
叢

も
吉

利

用

さ

る

為
.の

は

就

業

傘

指

数

で

あ

る

。

ζ
れ

は

長

期

的

傾

向

を

示

す

こ

と

割

合

に
少

く

、

景

氣

の
遜

動

の
み

を

比

較

的

に
忠

實

に
反

映

ナ

る

。

け

れ

ど

も

、

こ

れ

と

て

も

、

一
方

に

は

遅

れ

の

爲

に
投

機

及

び
金

融

に
於

け

る

動

き

を

、

そ

れ

だ

け

で

知

る

こ

と

が

困

難

で

あ

り

、

叉

他

方

に

於

ロ
ロ
ま

へ

　こ
ま

　
ロ

ロ
コき
カ
ロ
ロ
ラ
ゴ

コ
コ
　

コ
ロま

ケ

ロし
カ
ロ

コ

　

トユ

ノ
こ
ウ

「

髭

些

雇

4
額

K
ムガ

マ

罵

一p
力

郵

に
窪

く

重

く

弄

タ

た

7
』
を

資

ホ

紘
-

一

景
氣
徴
候
論
に
つ
い
て

第

三
十
三
巻

六
五
三

第
五
號

、
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二
.


